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リバサイドでのホームステイ思い出記 

大友泰子 

 

覚悟はしていたものの⾶⾏機を降りた途端やはり暑かった。予定より早く着いたけれど⼊

国手続きやら何やらで、ホストファミリーのアリシアさん宅には⼆時近く着きました。 

鶏⾁を煮込んだ料理を御馳⾛になり、手土産を渡したり等して、⼀段落したところでプール

に誘われましたが水恐怖症の私はお断わりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代わりに大きいホットジャグに⼊らせて貰いました。もちろん水着を借りて⼊りましたよ。

彼⼥は少し離れたプールで泳いでいました。 

私は露天風呂に⼊ったような気分になり⻘空を⾒ていました。目を転ずると、なんと庭に

ビーチバレーのコートが有り、びっくりです。 

彼⼥は七年前に夫を亡くして⽝⼀匹とネコ⼆匹で暮らしていました。どういう訳か、この

⽝が私になついて朝晩散歩しました。 

2000 年頃、岐⾩⼥子大で英語を教えていたとのこと。彼⼥の⽇本語は私の英語と同じく

らいでした。 

私は必死に聞き逃すまいとするのですが、「パードンミー」と私が⾔うと彼⼥はすぐに⼩さ

な辞書を開いて⽇本語で答えてくれました。 

暫くの間辞書をめくっていましたが、「⽇本語が話せなくて恥ずかしい」と⾔いました。「私

も同じです」と⾔って顔を⾒合わせて互いに笑いました。会話は半分位理解できたかしら︖ 

ウェルカムパーティは、今年の五⽉に来仙したポーラさんの御宅で開かれました。映画の



2 
 

場面に出てくるような舞台装置です。彼⼥は市の中⼼部の土地を売って⾼台に移り住んだと

のこと。すごい豪邸です。 

その⾼台から⾒る⼣焼けは絵はがきで⾒るように素晴らしく、陽が落ちると街の明りがきれ

いに⾒えました。プールサイドで皆と記念撮影。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嬉しかったのは、去年のホストファミリーのスーさんが来てくれたことです。 

抱き合って再会を喜びました。知っている顔が⼀杯揃いました。ジョンさん、笑子さん、着

物の似合うリンさん、モーゼスさん夫妻、デービットさん、背の⾼いラスカノさん、世話役

の洋子さん、etc。このようにして⼀⽇目は終わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 
 

⼆⽇目朝、教会に⾏ってミサに参加しました。 

吹き抜けのガラスの天井から程良く光が内部に差し込み、雰囲気が出ていて聖歌隊の歌声

が素晴らしく、そして牧師様のミサが又素晴らしく聞きほれてしまいました。 

その足で、彼⼥の友達が⼊居しているケアハウスに⼀緒に⾏きました。友達は⽇本から来た

私に話しかけてくれるのですが聞きとれません。 

アリシアさんが彼⼥と話しをしている間に折った⾦銀のつがいの祝鶴を差し上げると、とて

も大事そうに両手で抱くようにして受け取りニコニコして嬉しそうでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後から、ミッションインの傍らに新しく建築予定の商業型の図書館の説明会に、前市⻑

のロバリッジ夫妻に連れて⾏ってもらいました。そこで偶然、現市⻑のベイリーさんと会っ

てびっくりです。 

帰りは少し早いディナーでしたが、私達はロバリッジ夫妻にスペイン料理を御馳⾛になり

ました。 
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三⽇目。 

ルビドーという⼭に登りましたが、すごい強風で⾶ばされそうでした。道路にはパームツ

リーの葉がたくさん落ちていました。 

その⽇です。カリフォルニアの⼭火事が発生し四十数名の死者が出たのです。⼀週間以上も

燃え続けたでしょうか︖そしてハリケーンの襲来。でもリバサイドは全然影響がありません

でした。 

⼆⽇目と三⽇目の夜は、彼⼥はギター、私はオカリナでアメリカ⺠謡等を合奏しました。

又⾚と⾦銀リバーシブルの大きめの折り紙で祝鶴、花ゴマ、手裏剣等折ってあげました。 

目の前で折ったのでとても喜んでくれました。この祝鶴は、ケアハウス、ロバリッジ前市⻑、

ベイリー市⻑、スーさん等々あちこちに⾶んで⾏きました。 

ホームステイの初⽇に彼⼥と庭を散策しました。そのときに摘んだ花を押し花にしておき

ました。それを使って押花葉書を三枚作りプレゼントしました。 

「オー︕ビューティフル」と喜んでくれて、フレームに⼊れて飾ると⾔うのです。 

 

ホストファミリーのアリシアさん、お忙しい中私に付き合ってくださり、ありがとうござい

ました。おかげさまで楽しい思い出がたくさんできました。⼼から感謝しております。 

 

最後になりますが、旅⾏中は事件や事故もなく、御世話して下さった洋子さんはじめリバ

サイドの皆さん、仙台の鈴⽊会⻑、本当にありがとうございました。そしてお疲れ様でした。 

 


